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論文審査の要旨（400 字以内） 

 

申請者が実施した臨床研究は、非造影神経膠腫および類似病変に対する治療

方針決定に関する 11C メチオニン PET の有用性に関する後方視的研究である。低

悪性神経膠腫疑いの患者に対し 11C メチオニン PET を施行した所、高集積の患者

群が低集積の患者群と比較し、待機中の悪性転化や腫瘍内出血など重篤なイベ

ント発生が有意に高かった。また低集積群の中に偽腫瘍病変と考えられる病変

縮小をきたした症例を認めた。すなわち低悪性神経膠腫を疑う場合、高集積の

患者には早期の手術が推奨され、低集積の患者には経過観察がオプションとな

るという、手術を中心とした治療方針の意思決定に有用であることを示した。 

本研究は新規性の高い画像診断に関して臨床上の有用性を示した点、日常臨

床において手術治療方針の意思決定に有用な情報を提供した点から、医学への

貢献度が大きい研究内容である。本研究を実施した申請者は学位授与に相応し

いといえる。 
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